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　茨
城
県
で
は
、
地
域
農
業
の
振
興
や
担
い

手
育
成
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
農
業

者
を
農
業
三
士
と
し
て
県
知
事
が
認
定
し
て

い
ま
す
。

　令
和
五
年
度
は
、
管
内
か
ら
青
年
農
業
士

一
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　菊
池
氏
は
リ
ン
ゴ
を
生
産
・
販
売
す
る
追

分
り
ん
ご
園
の
後
継
者
で
す
。

　就
農
四
年
目
で
す
が
、
経
営
発
展
を
目
指

し
、
積
極
的
に
規
模
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
自
園
で
収
穫
し
た
「
こ
う
と
く
」
等

の
高
品
質
果
実
を
「
追
分
蜜
輝
」（
商
標
登

録
済
）
と
し
て
都
内
有
名
ホ
テ
ル
や
既
存
顧

客
へ
販
売
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
就
農
当
初
か
ら
り
ん
ご
青

年
部
に
所
属
し
、
技
術
研
鑽
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
既
に
中

心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　地
域
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

に
完
全
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
に
す
る
た
め
、
栽

培
面
積
を
一
五
ha
ま
で
拡
大
す
る
目
標
を
掲

げ
て
推
進
を
始
め
、
一
年
目
の
今
年
度
は
㈱

Ｊ
Ａ
常
陸
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
藤
田
正

美
氏
の
二
名
が
、
久
慈
川
沿
い
の
鷹
巣
地
区

で
初
め
て
有
機
栽
培
米
の
生
産
に
三
．
九
ha

取
り
組
み
ま
し
た
。

　有
機
栽
培
は
化
学
合
成
農
薬
、
化
学
合
成

肥
料
を
使
用
せ
ず
に
栽
培
す
る
た
め
、
雑
草

対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
栃
木
県
の
民
間

稲
作
研
究
所
に
指
導
に
入
っ
て
も
ら
い
、
普

及
セ
ン
タ
ー
は
生
育
調
査
、
収
穫
調
査
、
酸

化
還
元
電
位
の
測
定
、
水
位
セ
ン
サ
ー

（fa
rm
o

）
の
設
置
等
の
実
証
ほ
を
設
置
し

安
定
生
産
に
向
け
た
技
術
確
立
の
た
め
の

デ
ー
タ
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　雑
草
対
策
は
三
回
代
か
き
と
深
水
管
理
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。丁
寧
な
代
か
き
と
、

七
㎝
以
上
の
深
水
管
理
を
行
い
、
除
草
の
た

め
に
田
ん
ぼ
に
入
る
こ
と
な
く
雑
草
は
ほ
ぼ

抑
制
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
畦
畔
の
除
草
管

理
の
徹
底
で
カ
メ
ム
シ
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な

く
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
収
穫
量
は

目
標
の
九
ｔ
を
大
き
く
上
回
り
、
一
六
．
七

ｔ
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
二
〇
日
に
は
収
穫

祭
を
開
催
し
、
常
陸
大
宮
市
長
や
Ｊ
Ａ
常
陸

組
合
長
が
自
ら
コ
ン
バ
イ
ン
を
操
作
し
て
収

穫
し
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
有
機
栽
培
米
は

一
一
月
六
日
に
奉
告
祭
を
行
っ
た
あ
と
学
校

給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
機
栽
培
米
の

安
定
生
産
の
た
め
今
後
も
継
続
し
て
支
援

し
ま
す
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

付
加
価
値
を
高
め
た
農
産

物
生
産
の
取
組
と
し
て
関

係
機
関
と
の
連
携
等
に
よ

り
、
有
機
農
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　常
陸
大
宮
市
で
は
令
和

四
年
三
月
に
「
有
機
農
業

推
進
計
画
」
を
策
定
、
有

機
農
業
の
推
進
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
令
和
四
年
度

は
㈱
Ｊ
Ａ
常
陸
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
が
露
地
野
菜
で
初

め
て
有
機
栽
培
に
取
り
組

み
、
学
校
給
食
や
直

売
所
に
供
給
し
ま

し
た
。

　

　令
和
五
年
度

か
ら
は
、
当
市

内
の
小
中
学
校

一
五
校
の
学
校

給
食
用
米
（
約

三
七
ｔ
）
を
令

和
九
年
度
ま
で

　茨
城
県
で
は
令
和
三
年
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
発
生

す
る
と
、
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、侵
入
防
止
と
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

　ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
大
産
地
で
あ
る
本

県
で
は
、
特
に
発
生
を
警
戒
す
べ
き
病
害
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
菜
園
を
含
む
全
て
の

方
に
守
っ
て
頂
く
「
遵
守
事
項
」
を
定
め
ま

し
た
。

　遵
守
事
項
は
①
県
が
実
施
す
る
調
査
に
協

力
す
る
。②
発
生
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
へ
連
絡
し
、
関
係
機
関
の
指
導
の

下
、
発
病
株
を
抜
き
取
り
、
ほ
場
外
に
持
ち

出
す
。③
発
生
ほ
場
で
は
二
年
間
サ
ツ
マ
イ

モ
を
作
付
け
し
な
い
。④
発
生
ほ
場
か
ら
種

芋
を
採
取
し
な
い
。な
ど
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　貯
蔵
中
の
イ
モ
や
育
苗
期
・
生
育
期
に
本

病
の
症
状
（
左
写
真

：

農
研
機
構
提
供
）
が

な
い
か
よ
く
観
察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見

ら
れ
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　大
子
町
は
県
内
有
数
の
観
光
直
売
型
の
リ

ン
ゴ
産
地
で
す
。
主
力
品
種
の
「
ふ
じ
」
を

中
心
に
、
蜜
入
り
の
多
い
「
こ
う
と
く
」
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
奥
久
慈
宝
紅
」
等
、

特
色
あ
る
品
種
を
揃
え
高
品
質
安
定
生
産
と

組
織
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
で
は
除
草
作
業
の
省
力
化
の
た
め
、

り
ん
ご
園
を
自
動
で
草
刈
り
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

草
刈
機
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　Ａ
り
ん
ご
園
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
導
入

に
よ
り
、
一
〇
ａ
あ
た
り
除
草
作
業
時
間
を

九
五
％
削
減
し
（
二
〇
時
間
↓
一
時
間
）、

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
に
直
結
す
る
作
業

に
、
よ
り
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
は
、Ａ
り
ん
ご
園
の
事
例

を
も
と
に
普
及
資
料
を
作
成
す
る
等
し
て
積

極
的
に
導
入
を
推
進
し
、
令
和
五
年
度
は
計

一
三
台
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
客
さ
ま
を
惹
き

つ
け
る
魅
力

あ
る
産
地
と

し
て
発
展
す

る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
支

援
し
て
い
き

ま
す
。

新
任

　青
年
農
業
士

菊
池 

晋
介
（
き
く
ち 

し
ん
す
け
）さ
ん

▶
収
穫
祭
の
様
子
（
生
産
者
及
び
関
係
機
関
）

と
思
っ
た
ら

ご
連
絡
を
！

　Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
（
常
陸
大
宮

市
・
大
子
町
・
常
陸
太
田
市
）
で
は
、「
奥

久
慈
の
花
桃
」と
し
て
需
要
が
十
分
に
あ
る
、

ハ
ナ
モ
モ
栽
培
に
取
り
組
む
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　ハ
ナ
モ
モ
は
桃
の
節
句
で
あ
る
三
月
三
日

の
ひ
な
ま
つ
り
が
需
要
期
で
、
出
荷
調
整
を

行
う
二
月
が
繁
忙
期
で
す
が
、
春
〜
秋
は
病

害
虫
防
除
や
草
刈
り
、
芽
摘
み
程
度
と
、
作

業
が
比
較
的
少
な
い
品
目
で
す
。

　ハ
ナ
モ
モ
の
出
荷
量
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
定
年
帰
農
、
新
規
就
農
、
複
合
経
営
の

生
産
者
を
歓
迎
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
の

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
の
取
組

Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
の

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
の
取
組

ハ
ナ
モ
モ
を

植
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

情
報
が
あ
り
ま
す
。

▲普及センターHP

▲農業いばらきHP

新
任
青
年
農
業
士
の
紹
介

基
腐
病

か
な
？

▶
い
も
の
腐
敗

▶
苗
基
部
の
黒
変

▲ロボット草刈機稼働時の様子

有
機
栽
培
米
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

有
機
栽
培
米
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▲生産者の藤田正美
氏
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　令
和
五
年
度

か
ら
は
、
当
市

内
の
小
中
学
校

一
五
校
の
学
校

給
食
用
米
（
約

三
七
ｔ
）
を
令

和
九
年
度
ま
で

　茨
城
県
で
は
令
和
三
年
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
発
生

す
る
と
、
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、侵
入
防
止
と
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

　ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
大
産
地
で
あ
る
本

県
で
は
、
特
に
発
生
を
警
戒
す
べ
き
病
害
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
菜
園
を
含
む
全
て
の

方
に
守
っ
て
頂
く
「
遵
守
事
項
」
を
定
め
ま

し
た
。

　遵
守
事
項
は
①
県
が
実
施
す
る
調
査
に
協

力
す
る
。②
発
生
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
へ
連
絡
し
、
関
係
機
関
の
指
導
の

下
、
発
病
株
を
抜
き
取
り
、
ほ
場
外
に
持
ち

出
す
。③
発
生
ほ
場
で
は
二
年
間
サ
ツ
マ
イ

モ
を
作
付
け
し
な
い
。④
発
生
ほ
場
か
ら
種

芋
を
採
取
し
な
い
。な
ど
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　貯
蔵
中
の
イ
モ
や
育
苗
期
・
生
育
期
に
本

病
の
症
状
（
左
写
真

：

農
研
機
構
提
供
）
が

な
い
か
よ
く
観
察
し
、
疑
わ
し
い
症
状
が
見

ら
れ
た
ら
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　大
子
町
は
県
内
有
数
の
観
光
直
売
型
の
リ

ン
ゴ
産
地
で
す
。
主
力
品
種
の
「
ふ
じ
」
を

中
心
に
、
蜜
入
り
の
多
い
「
こ
う
と
く
」
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
奥
久
慈
宝
紅
」
等
、

特
色
あ
る
品
種
を
揃
え
高
品
質
安
定
生
産
と

組
織
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　部
会
で
は
除
草
作
業
の
省
力
化
の
た
め
、

り
ん
ご
園
を
自
動
で
草
刈
り
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

草
刈
機
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　Ａ
り
ん
ご
園
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
機
導
入

に
よ
り
、
一
〇
ａ
あ
た
り
除
草
作
業
時
間
を

九
五
％
削
減
し
（
二
〇
時
間
↓
一
時
間
）、

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
に
直
結
す
る
作
業

に
、
よ
り
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
は
、Ａ
り
ん
ご
園
の
事
例

を
も
と
に
普
及
資
料
を
作
成
す
る
等
し
て
積

極
的
に
導
入
を
推
進
し
、
令
和
五
年
度
は
計

一
三
台
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
客
さ
ま
を
惹
き

つ
け
る
魅
力

あ
る
産
地
と

し
て
発
展
す

る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
支

援
し
て
い
き

ま
す
。

新
任

　青
年
農
業
士

菊
池 

晋
介
（
き
く
ち 

し
ん
す
け
）さ
ん

▶
収
穫
祭
の
様
子
（
生
産
者
及
び
関
係
機
関
）

と
思
っ
た
ら

ご
連
絡
を
！

　Ｊ
Ａ
常
陸
奥
久
慈
枝
物
部
会
（
常
陸
大
宮

市
・
大
子
町
・
常
陸
太
田
市
）
で
は
、「
奥

久
慈
の
花
桃
」と
し
て
需
要
が
十
分
に
あ
る
、

ハ
ナ
モ
モ
栽
培
に
取
り
組
む
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　ハ
ナ
モ
モ
は
桃
の
節
句
で
あ
る
三
月
三
日

の
ひ
な
ま
つ
り
が
需
要
期
で
、
出
荷
調
整
を

行
う
二
月
が
繁
忙
期
で
す
が
、
春
〜
秋
は
病

害
虫
防
除
や
草
刈
り
、
芽
摘
み
程
度
と
、
作

業
が
比
較
的
少
な
い
品
目
で
す
。

　ハ
ナ
モ
モ
の
出
荷
量
を
増
や
し
て
い
く
た

め
、
定
年
帰
農
、
新
規
就
農
、
複
合
経
営
の

生
産
者
を
歓
迎
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
の

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
の
取
組

Ｊ
Ａ
常
陸
大
子
町
り
ん
ご
部
会
の

高
品
質
な
リ
ン
ゴ
作
り
の
取
組

ハ
ナ
モ
モ
を

植
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

情
報
が
あ
り
ま
す
。

▲普及センターHP

▲農業いばらきHP

新
任
青
年
農
業
士
の
紹
介

基
腐
病

か
な
？

▶
い
も
の
腐
敗

▶
苗
基
部
の
黒
変

▲ロボット草刈機稼働時の様子

有
機
栽
培
米
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

有
機
栽
培
米
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▲生産者の藤田正美
氏


